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【年通号数】公開・登録公報2019-041
【出願番号】特願2018-66268(P2018-66268)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月29日(2021.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類の表示演出を実行可能な表示手段と、
　図柄の変動表示を表示可能な図柄表示手段と、
　前記図柄表示手段による前記図柄の変動表示に応じて装飾図柄の変動表示を表示可能な
装飾図柄表示手段と、
　を備えた遊技機であって、
　前記表示手段は、前記複数の表示演出のうちの一つの演出として、所定のメータ演出を
実行可能であり、
　前記メータ演出は、第１画像と第２画像とを有し、前記図柄表示手段による前記図柄の
１回の変動表示に対応して前記第２画像が前記第１画像の第１位置から第２位置に移動す
ることで、当該図柄の１回の変動を報知可能とし、
　前記装飾図柄表示手段は、疑似連演出を実行可能であり、
　前記疑似連演出において、前記第２画像は、前記装飾図柄の変動表示の回数に応じて定
量ずつ移動する、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　[適用例１]
　複数種類の表示演出を実行可能な表示手段と、
　図柄の変動表示を表示可能な図柄表示手段と、
　前記図柄表示手段による前記図柄の変動表示に応じて装飾図柄の変動表示を表示可能な
装飾図柄表示手段と、
　を備えた遊技機であって、
　前記表示手段は、前記複数の表示演出のうちの一つの演出として、所定のメータ演出を
実行可能であり、
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　前記メータ演出は、第１画像と第２画像とを有し、前記図柄表示手段による前記図柄の
１回の変動表示に対応して前記第２画像が前記第１画像の第１位置から第２位置に移動す
ることで、当該図柄の１回の変動を報知可能とし、
　前記装飾図柄表示手段は、疑似連演出を実行可能であり、
　前記疑似連演出において、前記第２画像は、前記装飾図柄の変動表示の回数に応じて定
量ずつ移動する、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
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